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第 16 期生 共同研究プロジェクト紹介 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広告集積に対する消費者の反応 

――視覚的複雑性に着目して―― 

 

どのような広告が消費者からより大きな注意，好ましい態度，深い理

解を得られるのであろうか。既存研究は，「視覚的複雑性」の影響を探

究してきたが，その際，消費者が単一の広告に露出する状況のみを想定

した単純な研究に留まっている。しかし，現実の消費者は，しばしば，

集積した複数の広告に同時に露出する。そこで，本論は，視覚的複雑性

を考慮に入れつつ，広告集積および，それを構成する個々の広告の効果

を探究する。 

第 16 期日論チームは，本当にお騒がせチームでした。決まらないテーマ, チーム分裂の危機, 顔を

突き合わせれば, 毎回ケンカ。今思えば, 僕らのチームは, みんな我が強く, わがままな性格でしたの

で, 衝突するのは当然だったのかもしれません。しかし, 僕らは, 時を経て, いつしかお互いを認め合

い, 信頼し合える最高のチームに成長することが出来ました。こうして僕らがチームとして団結できた

のは, 何度も窮地に立たされ，ボロボロになった僕らを見捨てることなく, いつも厳しくも愛のあるお

言葉をかけて下さった, 小野先生のおかげです。そして, 結果的に, チームも解散することなく, 全員

で論文を書き上げ, 関マケで賞を受賞することが出来ました。最後になりましたが, 第 16 期日論チー

ム一同, 小野先生をはじめ, ご指導して下さった大学院生の先輩方, 15 期の先輩方に, 改めて感謝の気

持ちを伝えさせていただきます。誠にありがとうございました。 
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三田祭ブースでのパネル展示に用いた資料 


